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2024年 10月 15日 

【子宮頸癌のFIGO stage 改訂に伴う治療方法変遷の実態解明と、 

それが予後に及ぼす影響の探索】 

に対するご協力のお願い 

 
研究代表者 所属 京都大学大学院医学研究科 婦人科学産科学教室 

 職名 教授  
氏名  万代 昌紀   

 
 
このたび、日本産科婦人科学会データベース事業（婦人科腫瘍登録）を用いた下記の医学系研

究を、日本産科婦人科学会の許可ならびに京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院

医の倫理審査委員会の承認のもと、倫理指針および法令を遵守して実施しますので、ご協力をお願

いいたします。 

この研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプ

ライバシー保護については最善を尽くします。 

本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を、診療を受けた施設までお申し出下さいます

ようお願いいたします。 

 

１ 対象となる方 
西暦2013 年 1月 1日より2023 年 12月 31日までの間に、腫瘍登録施設にて子宮頸癌の治療を受

けた方。 

（腫瘍登録施設に該当するかどうかは、以下のURLより確認できます） 

https://jsog.members-web.com/hp/search_facility 

 
２ 研究課題名 
施設倫理審査委員会の承認番号  R4717 
日本産科婦人科学会の許可番号  168 
研究課題名：子宮頸癌の FIGO stage 改訂に伴う治療方法変遷の実態解明と、それが予後に及ぼす

影響の探索 
 

３ 研究実施機関  
研究機関名：京都大学 
研究責任者：京都大学大学院医学研究科 婦人科学産科学教室 万代 昌紀 
 
４ 本研究の意義、目的、方法 



（様式 3-1） 

 2 

本研究の目的は、子宮頸癌におけるリンパ節転移の臨床的意義が治療方針にどのような影響を与

えてきたか、その具体的な変遷を調査し、予後に及ぼす影響を探索することです。子宮頸癌におい

てリンパ節転移は再発高リスクであることは知られており、それを受けて近年、新たにステージン

グが変化しました。それに伴って治療方針を変更する施設も少なくないのですが、一方で、子宮頸

部局所の腫瘍の状態によってリンパ節転移の臨床的意義が異なることも知られています。したがっ

て、ステージングの変化に伴って変更した治療方針が、確かに予後改善に寄与しているのか、治療

の副作用の頻度に影響を及ぼしていないか懸念されますが、これに関する日本からの報告はこれま

でありません。本研究により、まず日本においてリンパ節転移に重きを置いたステージングに移行

してから、実際どのように治療方針が変化しているか、そしてそれが実際に及ぼしている影響につ

いて、さまざまな組織型や年代別の詳細な検討が可能となります。それにより、特にリンパ節転移

例に対する最適な治療方針の提唱につながることが期待されます。日本産科婦人科学会の婦人科腫

瘍登録データを用いて、治療方法の変遷や予後への影響を後方視的に検討します。 

 
５ 協力をお願いする内容 
年齢、治療開始日、進行期分類（FIGO分類及び TNM分類）、組織分類、画像診断、pTNM分類、

局所進展、所属リンパ節転移、遠隔転移、治療内容と手術術式、治療後の健否、再発の有無、再発

確認日、最終生存確認日 
 
６ 本研究の実施期間 
研究期間実施許可日〜2029 年 3 月 31 日 
 
７ プライバシーの保護について 

本研究で取り扱う患者さんの情報は個人情報をすべて削除し、第３者にはどなたのものか一切

わからない形で日本産科婦人科学会から提供され、使用します。患者さんの情報と個人情報を連

結させることはありません。 
 
８ お問い合わせ 
本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 
また本研究の対象となる方またはその代理人（ご本人より本研究に関する委任を受けた方など）

より、【情報の利用や他の研究機関への提供（研究内容に応じて適宜記載）】の停止を求める旨のお

申し出があった場合は、適切な措置を行いますので、その場合は診療のために受診された施設への

ご連絡をお願いいたします。 
 

研究代表者・分担者：万代昌紀・山ノ井康二 
京都大学大学院医学研究科 婦人科学産科学教室 

TEL: 075-751-3269 
FAX: 075-761-3967 

Email: kojiymni@kuhp.kyoto-u.ac.jp 
日本産科婦人科学会事務局 
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TEL: 03-4330-2864 
FAX: 03-4330-2865 

Email: nissanfu@jsog.or.jp 

mailto:nissanfu@jsog.or.jp

